
第 1章 ライフプラン － 自分の人生を考える  授業のポイント 

はじめに 

この章では、日本語学習後のライフプランについて考えます。留学や仕事など、「日本で実現

したい目標」を成し遂げるために必要な準備について調べ、課題や起こりうる問題を知ること

で、早いうちにどのように準備すべきか考える機会になるでしょう。 

 

授業の構成と流れ 

１） 導入 

  「話しましょう」の問い（Q1～３）をテーマに問いかけ、自由に発言してもらいます。学習者は、

１０年、２０年先にどのように暮らしたいかイメージをします。 

 

２） 先輩のライフプラン 

日本で暮らす先輩トニーとリナのケースを見て、学習者自身のこれまでを振り返り、これから

を考える助けとします。現在、日本語学校で学ぶ留学生の多くはリナのように大学や専門学校

への進学を目指します。家族と離れての生活や、学校の勉強とアルバイトの両立の大変さに、と

もすれば当初の夢や目標を忘れがちになります。今一度立ち止まってライフプランを考える時

間を取ることの大切さについて学びます。 

 

３）タスク 

将来、どんな仕事につきたいのか、そのために何をどこで学ぶのか、必要な準備にはどんな

ものがあり、どのタイミングでしなければならないのか、ふたりの経験と将来の目標を時系列に

見て確認します。 

 

４）振り返りと次回の問い 

授業でわからなかった点をみんなで共有し、調べて次回への学びにつなげます。 

 

 

・授業の進め方〈参考〉90分×1回 

 

5分 

 

 

 

話しましょう 

Ｑ１．日本語を使って何をしたいですか。勉強ですか。仕事ですか。 

大学へ行って学位を取りたい、就職したい、趣味を楽しみたい、日本の生活

を満喫したい、など日本語を学び始めた当初のきっかけを聞いてみる。 

Ｑ２．日本で家族とくらしたいですか。 
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留学生の中にも家族の呼び寄せを考えている人もいる。まわりに家族で暮ら

している人がいるか聞いてみる。 

Ｑ３．将来、国へ帰りますか。ずっと日本で生活しますか。 

10年後、２０年後、どうなっていたいかイメージするよう促す。 

 

３つの質問は、日本語学習後の進路を決める際のポイントとなる問いであり、

これらのライフプランにそって準備していく必要があることを気づかせる。 

 

「トニーさんとリナさんは外国から日本へ来ました。ふたりが日本へ来てから

これまで、どんなことをしてきたでしょうか。見てみましょう。」 

p２「１ いつ、何をする？」の「トニーさんのこれまで・これから」および 

「リナさんのこれまで・これから」（見開き）を見ながら、日本での就職、転職、

家族の呼び寄せ、進学、恋人との関係など日本で経験しうるライフイベントを

紹介していく。 

 

以下は参考情報。 

トニーさんのこれまで・これから（見開き） 

〈仕事〉 

トニーは、国でエンジニアとしての実務経験があり、将来起業するという目標

を持ち来日した。日本で条件の良い会社への転職経験もある。日本語の難

しさ、職場の労働環境や人間関係の悩みなどもあった。第２章と第３章では、

トニーが経験したこまりごとを例に、ハラスメントや労働者を守る法律につい

て学ぶ。 

数年後には、起業するためにより経験が積める仕事へのステップアップを目

指している。第３章では、退職にあたって注意する点についても学ぶ。 

〈プライベート〉 

前回の転職で給料が上がったのを機に、同じく日本で働いていた恋人と結

婚して、現在は子どもも生まれ、３人で暮らしている。第３章では、在留資格に

ついて学び、「家族滞在」についても知る。第４章では、日本での妊娠と出産

について学ぶ。 

子どもも日本で教育したいと考えている。第３章では就労可能な在留資格に

ついて学ぶ。 

 

リナさんのこれまでと、これから（見開き） 

〈学校〉 

リナは、アニメがきっかけで日本語学習を始めた。アニメの世界にあこがれて
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日本での生活を体験してみたくなり、留学した。まずは日本語学校に入学し、

日本語学習と大学進学への準備をした。学費は親の支援があったものの、

生活費は自立したくてアルバイトをしていた。両立は大変だったが、努力して

各種試験を受験し、大学へ入学した。 

大学でもアルバイトとの時間のやりくりをしながら忙しい日々を過ごしている。

卒業後は、現在工学部で学んでいることを活かしてゲーム開発の仕事がし

たいと思っているが、日本の就職活動の方法がいまひとつ不明で、在留資格

もどのように取れるのかわからず不安に感じている。第３章では、留学生が

日本で就職するときにどのような在留資格に変更できるのか学ぶ。 

〈プライベート〉 

大学生になって、同じ国出身の恋人ができた。彼は楽しくてやさしい人だが、

少しルーズだ。避妊もあまりしてくれなくて、リナは予定外の妊娠をしてしまっ

た。そのときも、どこで情報を探せばいいのかわからず悩んだ。第４章では、

妊娠のしくみ、避妊方法、日本での中絶のルール、リプロダクティブ・ヘルス/

ライツについて学ぶ。 

将来の心配としては、国の両親をどのように世話するかだ。第３章では老親

の呼び寄せについても知る。 

 

１ いつ、何をする？ 

タスク１（ペア→各自） 

導入で少しイメージしたことについて、ペアになって話し合う。 

・日本へ来たきっかけは何ですか。 

・日本語を勉強したあと、何をしたいですか。 

 

話し合った後、各自次の 6点について少し書いてみるよう促す。 

・今がんばっていること 

・これから、しなければならないこと 

・日本でどのようにくらしたいですか。 

・目標は何ですか。 

・わからないこと・知りたいこと 

・目標のためにしなければならないこと 

 

次項「２ 日本で働くには」の進学ルートを見て、自分はどのルートになるの

か確認させる。日本語学習後の、進学・就職のための準備（進学したい人が

準備すること・仕事をしたい人が準備すること）についても紹介し、学習計画

を立ててみるよう促す。「これから、しなければならないこと」の欄に、進学に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

5分 

必要な各種試験の受験スケジュールや、必要書類の準備のタイミングを書い

てみることで、今何をすべきかが見えてくる。 

以上については、進学・就職の際の面接でもかならず聞かれる項目なので、

少しずつ書いてみることをすすめる。日本での進学や就職の際に必要な自己

分析のヒントにもなる。 

 

２ 日本で働くには 

日本で就労できる在留資格取得には、いくつかの種類とそれぞれのルートが

ある。自分がどのルートになるのか確認させ、数名に希望を言ってもらう。 

留学生のほとんどが就職の際に取得する在留資格「技術・人文知識・国際

業務」の要件は特に注意が必要であるため、第３章でくわしく紹介すると伝

える。 

 

タスク２（各自） 

まず、就きたい仕事を決めて、そのためにどこで（大学・短期大学・専門学校

など）何を（学部・学科・コースなど）勉強するか調べて書いてみるよう促す。 

特に、「日本でどのようにくらしたいか」を考えることは重要である。次章から

は、夢の実現のために知っておくべきこと、注意すべき点、とるべき行動につ

いて話し合いながら学ぶ。 

夢の実現を妨げるようなトラブルの回避方法や、問題に直面したときの対処

方法について学ぶ。 

 

まとめ 

わからなかったことを聞いて、板書する。学習者にメモをさせて、調べ学習とし

て、宿題にしても良い。 
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